
学年 教科 教科書（教科書名・出版社） 副教材（教材名・出版社）

技術・家庭「家庭分野」
自立しともに支え合う生活へ
【開成堂出版】

技術・家庭　家庭分野ワークノート（教
育図書）
パペットDeシアター（相場教材）

教科の目標（各教科における学年の目標） 授業時の学習方法

家族・家庭の機能について理解を深め、家族・家庭、衣食住、
消費や環境などについて、生活の自立に必要な基礎的な理解を
図るとともに、それらに係る技能を身に付けようとする。

【授業について】

座学、被服実習を行う。
教科書をもとに、ワークノートや配布する授業プリントを使用
しながら進めていく。

【授業時実施のテストについて】

３学期に小テスト実施予定

【提出課題について】

授業内で配布したプリントを回収する。また、学期末に学習し
た内容に関連したレポート課題を提示する。さらに被服実習を
ときは製作物の回収も行う。

年間教科指導計画

１学期 ２学期 ３学期

C.消費生活・環境
【消費生活】
　・購入・支払いと生活情報
　・消費者被害と消費者の自立

A.家族・家庭生活
【幼児の生活と家庭】
　

B.衣食住の生活
【衣生活】
　・製作実習（幼児のおもちゃ）

観点別評価 主な評価の観点 評価の方法

・観察
・授業プリント
・定期テスト
・製作物
・実技テスト

・物資・サービスの選択に必要な情報を活用して購入について
考え、工夫している。
・身近な消費生活について、自立した消費者としての責任ある
消費行動を考え、工夫している。
・幼児とのより良い関わり方について考え、工夫している。

・観察
・授業プリント
・定期テスト
・製作物
・レポート課題

・観察
・授業プリント
・製作物
・レポート課題

・幼児の生活と家族について、課題の解決に主体的に取り組んだ
・金銭の管理と購入や、消費者の権利と責任について、課題の解

３年 技術家庭

知識
技能

思考
判断
表現

・購入方法や支払い方法の特徴が分かり、計画的な金銭管理の必要性
について理解している。
・売買契約の仕組み、消費者被害の背景とその対応について理解し、
物資・サービスの選択に必要な情報の収集・整理が適切にできてい
る。
・消費者の基本的な権利と責任、自分や家族の消費生活が環境や社会
に及ぼす影響について理解している。
・幼児の発達と生活の特徴が分かり、子どもが育つ環境としての家族
の役割について理解している。
・幼児にとっての遊びの意義や幼児との関わり方について理解してい
る。
・製作する物に適した材料や縫い方について理解し、用具を安全に取
り扱 製作が適切に き る

主体的に学習に
取り組む態度


